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• 消費者安全調査委員会は、事故から教訓を得て、事故の予防・再発防止のための知見を得ること
を目的に2012年10月に有識者による審議会として設立されました。「誰が悪い」ではなく「な
ぜ事故が起きたのか」「どうすれば同じような事故が防げるのか」を消費者の視点に立って調査
し、再発防止策を関係行政機関に意見しています。

• また、意見をして終わりではなく、事故の発生の状況などを踏まえ、状況に応じた適切な時期に
意見先の関係行政機関からヒアリングを行い、取組状況を把握することとしています。

消費者安全調査委員会
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これまでに取り扱った案件の例

（ネオジム磁石製のマグネットセットによる子どもの誤飲事故）

【事故等原因】
マグネットセットの磁石を誤飲すると死亡に至る危険性があり、子どものマグネットセットの磁
石の誤飲を防止することは困難であるにもかかわらず、マグネットセットの製造、販売及び輸入
等を規制する法令が日本にないこと。

【調査委員会の意見】
• 経済産業大臣への意見
① マグネットセットが子どもの手に渡らないよう法規制の検討を行うこと。
② インターネットモール事業者に協力を求めること。

• 消費者庁長官への意見
① 医療機関及び医師からの事故情報の収集体制の強化に努めること。
② マグネットセットを含む磁石製品の誤飲の危険性について、関係省庁とも連携し、消費者に

周知すること。

【意見後の動き】
以下のように、関係省庁において再発防止に向けた取組が着実に実施されています。
（2023年4月1日時点）

【マグネットセットとは】
• 強力なネオジム磁石にメッキ処理を施し、数十個以上の磁石を１

セットにして、 「パズル」、「おもちゃ」及び「玩具」等をう
たって販売されている製品（左写真）。

• 各磁石は、小さいものでは３㎜～５㎜程で、球状のマグネット
ボールと立方体のマグネットキューブがある。

• 今回の調査対象は、子ども向けに販売されているマグネットセッ
ト。

【子どもの誤飲事故】
• 複数個の磁石を誤飲すると消化管を挟んで磁石が引き合い、圧力
がかかった部分に血が通わず、壊死して穴があく。

• 腸の捻転や通過障害が発生し、広範囲の腸閉塞等を生じて、放置
すれば死の危険も(海外では死亡事例あり）。

経済産業省 2022年6月に主要ネットモール事業者に対する協力要請

磁石製娯楽用品の特定製品への指定等を定めた消費生活用製品安全法施行令の一部を
改正することを検討

消費者庁 医療機関ネットワーク参画病院に対し、マグネットセットによる子どもの誤飲事
故の情報提供を呼びかけ
小児科学会を通じ、医師に対して情報提供を依頼
注意喚起公表を実施


